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●法令を順守してください。
●ご使用前に取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。安全に関する注意

東芝エレベータークラウドサービス ELCLOUD（エルクラウド）のご利用について
● ELCLOUDのご利用は、東芝エレベータ株式会社との保守契約が必要です。
●クラウド接続用インターフェースは、昇降路内または機械室内に設置します。  
●クラウド接続用インターフェースは、LTE回線を利用しています。LTE通信の届かない場所では、ELCLOUDの各種サービスはご利用
　いただけません。
●スマホ呼びサービス専用アプリは、スマホのOSバージョンによりご利用いただけない場合があります。 
●ロボット連携サービスをご利用の場合は、一般社団法人ロボットフレンドリー施設推進機構の規格に準拠したインターフェースの

ロボットを、お客さまにてご準備ください。
● 各種サービスのご利用には、別途サービス契約が必要な場合があります。
● 弊社は、お客さまへの事前の通知なく、本サービスの内容の追加、変更、一部終了等をできるものとします。
● ELCLOUDの詳細については、弊社までお問い合わせください。

エ ル ク ラ ウ ド

ELCLOUDのサービスは３ステップでご利用いただけます
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スマホに専用アプリをダウ
ンロードします。

スマホ呼び

専用アプリにより、スマホ
でエレベーターを利用で
きます。

1 エレベーターにクラウド接続用インターフェース（ELCLOUD対応）を設置します。

東芝エレベータ株式会社の最新情報や製品情報は、下記インターネットホームページをご覧ください。
https://www.toshiba-elevator.co.jp/

各種サービスのご利用について

管理支援サービス
スマホ呼びサービス

ロボット連携サービス

エルクラウド

東芝エレベータークラウドサービス
運行状況の確認と遠隔操
作による一部機能のオン
オフ制御などが可能にな
ります。

パソコン、タブレット、スマホ
で専用Webページにアク
セスします。

管理支援

ロボット専用運転でエレ
ベーターを利用できます。

ロボットとエレベーターを
クラウド間で連携させます。

ロボット連携
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エレベーターをクラウドで進化させる「ELCLOUD」
エルクラウド

東芝エレベータークラウドサービス

ELCLOUDは、建物用途に合わせて｢管理支援｣｢スマホ呼び｣｢ロボット連携｣の各サービスを組み合わせ、
利用者体験の向上と運営効率化を両立します。

毎日の移動を､スマートに、そして快適に｡ELCLOUDは、エレベーターがクラウドとつながること
で、日常を便利にするさまざまなサービスを継続的に行います。これによって、エレベーターは
メンテナンスによる性能維持に加え、常に成長しながら新しい価値を作る空間へと進化します。

ビルやエレベーターを取り巻く課題

ELCLOUDは、
エレベーターをクラウドにつなぐことで、
新しい価値を提供します。

人手不足が深刻 アナログな管理業務から
脱却できない

建物に新しい価値が
欲しい

ELCLOUD（エルクラウド）とは､Elevator（エレベーター）がCloud（クラウド）とつながり､建物やライフスタイルの
変化と共にエレベーターも成長していく東芝エレベータークラウドサービスの総称です。弊社は、お客さまへの
事前の通知なく、本サービスの内容の追加、変更、一部終了などをできるものとします。

エレベーター
クラウドで
価値創造

運用を最適化 つながる基盤

ELCLOUDで､できること｡

｢                 ｣の概要を､動画でもぜひご覧ください。

クラウドサービスで提供 大規模工事不要 将来拡張に対応

ELEVATOR ×  CLOUD

利用者満足度を高めたい 人手不足を解消したい

管理業務を効率化したい

ELCLOUDが選ばれる理由。

遠隔／
見える化

利用者
体験向上

人手不足
解消／
自動化

エレベーター設置後も安心･便利に使い続けられるように､お客さまのライフスタイルの変化に寄り添い
ながら｢新しいサービス｣を追加します。物理的なエレベーター工事を必要とせず､ソフトウェアの追加や
アップデートだけで､機能の追加・変更などが可能になり､建物用途の変更やテナントの入居･移転などに
合わせてエレベーター自身が進化していきます。
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見える、操れる。エレベーターがもっと身近に
エルクラウド

東芝エレベータークラウドサービス

リモートで管理業務支援

管理支援サービス

エレベーターの管理や設定

現地対応を
最小限に

運行状況を
見える化

お手元のスマホやパソコンから運行状況の確認や待機階の変更、換気ファンのオンオフなどが実行でき
ます｡遠隔操作によって､現地まで行かずに業務の効率化が速やかに図れます。

エレベーター管理を､現場から解放。
見える化・遠隔操作で実現する新しい管理支援サービスです。

2019年の台風19号による浸水の影響で、エレベーターが長期間停止
し、復旧に時間を要しました。私が住んでいる6階での生活は大きな
負担となり、特に高齢の方や子育て世帯への影響は深刻でした。
台風時パーキングの遠隔操作によってエレベーターを適切に制御で
きる仕組みがあれば、こうした被害の軽減につながったのではない
かと感じています。

異常状態になっているエレベー
ターを一覧で表示可能。

エレベーターの状態の詳細を個別
に確認可能。

遠隔操作遠隔運行管理

実際の体験を通じて、災害時に求められる対応とその重要性をご紹介します。

管理支援サービスの機能については今後追加予定

｢管理支援サービス｣の概要を､動画でもぜひご覧ください。

Elevato
r

Setup

東京都世田谷区在住　Iさま
（6階建てマンションにお住まい）

現地確認に
時間がかかる

トラブル対応が
後手に回る

人手不足で
手が回らない

エレベーター管理､こんな課題を感じていませんか?

遠隔でエレベーターの一部機能の
オンオフ設定が可能。

遠隔操作で
機能を設定
遠隔操作で
機能を設定

◯◯ビル ◯◯ビル ◯◯ビル

◯◯ビル ◯◯ビル ◯◯ビル

◯◯ビル ◯◯ビル ◯◯ビル

◯◯ビル ◯◯ビル ◯◯ビル

◯◯ビル ◯◯ビル ◯◯ビル

◯◯ビル ◯◯ビル ◯◯ビル
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エレベーターを手のひらの中で操作
エルクラウド

東芝エレベータークラウドサービス

行先階ボタンが
押しづらい

エレベーターの
待ち時間が長い

非接触ニーズへ
未対応

｢ロボット連携サービス｣の概要を､動画でもぜひご覧ください。｢スマホ呼びサービス｣の概要を､動画でもぜひご覧ください。

エレベーター利用､こんな不満はありませんか?

誰でも
使いやすい

スマホアプリで
簡単操作

非接触で
快適

待ち時間
短縮

エレベーターとロボットをつなぐ

スマホがエレベーターの操作パネルに

ご利用者さまのスマホに専用アプリをダウンロードして、事前にご利用のエレベーターと乗車階、行先階を登録して
おけばワンタップで操作完了。車いすをご利用の方やお身体が不自由な方も、エレベーターのボタンを操作せずに、
お手元でエレベーターを操作できます。

人の操作・
付き添い
不要

フロア間の
自由移動

ロボットの
パフォーマンス
最大化

ロボットが自律的にエレベーターを利用して建物内を自由に移動

連携できるロボット例

利用者体験向上

スマホ呼びサービス

ロボット活用、こんな壁にぶつかっていませんか？

人手不足解消／自動化

ロボット連携サービス

フロアをまたいで
移動できない

エレベーターが
使えない

  結局、
人の補助が必要

清掃ロボット
運搬／配送ロボット
警備／巡回ロボット

エレベーター利用者の利便性向上

「スマホ呼びサービス」の仕組み

清掃や運搬、警備などを担うサービスロボットの導入は、業務の効率化や人手不足の解消に期待されています。
（一社）ロボットフレンドリー施設推進機構の規格に準拠したインターフェースを持つロボットなら、ELCLOUDと
連携しエレベーターを利用可能｡ロボットが他のフロアにも移動でき、活動範囲が一気に広がります。

ロボット移動範囲の建物全体への拡張

「ロボット連携サービス」の仕組み

受付通知

送信

東芝
エレベータ
クラウド通知

のりば呼び登録

行先階登録

❶専用アプリから
　呼び出し可能な
  エレベーターが
　通知される

❸エレベーターが
到着し、行先階が
自動登録される

❷専用アプリを立ち上げ
エレベーターを呼ぶ

連携 送信

通信 乗降車

ロボット
クラウド

東芝
エレベータ
クラウド

❶ロボットがのりばに到着　❷ロボットが呼び出し階と行先階を送信　❸エレベーターが到着し、行先階が自動登録される
※ロボット連携サービスをご利用の場合は、一般社団法人ロボットフレンドリー施設推進機構の規格に準拠したインターフェースのロボットを、
　お客さまにてご準備ください。




